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農作 業 着の 組 み合 わせ の相 違 によ る 農薬 の 浸透 性

聖霊 女 短 大生 活文 化 ○豊 間和 子

佐藤 彰 子

〔(社) 日本 家政 学 会

目 的　 前報 で は農 作業 着の 織 地、 編地 、フ イ ル ムなど の 表 側か ら 裏側 への 農 薬の 透 湿性

を 測 定し 、さ ら に編 地の 下 着 に農 作業 着を 重 ね た場 合の 透湿 性 の相 違 につ き 報告し た。 そ

の 結果 日 常の 農 作業 着は 農 薬の 種 類に より2    7 ～3   7  ％透湿 率を 示し 大であ っ た 。防 除 衣

は 透 湿加 工を 施し たもの が 未加 工 防除 衣よ り も７ ～１ ０ 倍多 かっ た。 従っ て 不感 蒸泄 とし

て人 体内 面か ら 外方 へ の作 用よ り も、 防 除衣 の外 方 から 内面 へ の農 薬 の浸 透を 考 慮 すべ き

と思 わ れ た。本 報 は着 用時 の 組み 合 わせ の相 違と 下 着 に二重 構 造の も のを 用 い た場合 の 透

湿性 の相 違を 検 討 するこ と を目 的 とし た。

方 法 農 薬の 種 類は 前 報と同 様 に殺 菌 剤３ 種類 、 殺虫 剤２ 種 類で あ る。 農 作業 着は 日常

用い らIれ てい る も のが1   2 種 類、 防除 衣が ４ 種 類、 補助 被 服２ 種類 であ る 。 こ れに二 重 構

造 の 下着（ スリマ ー ）を 追 加し た 。濃 度は1  % 、0.1% の ２ 種であ る 。農 作 業着 の 組 み

合 わ せは３ 枚重 ね までと し 、相 関 係数 を 用い て 有意 性を 検討 し た。 二重 構 造の 下着 は 表 側

から と裏 側 から の二 面 につ き 測定し た。

結 果　 濃 度２ 種 類に つ いて の農 薬の 剤 型の 相 違と 透 湿率 の 関係 は水 和 剤農 薬で は1  % 水

準 で 乳化 剤農 薬 は５ ％ 水準で 有意で あ っ た 。組 み合 わせ た 農 作業 着の 厚さ と 透 湿率 との 関

係 は 乳化 剤農 薬 につ き1  % 水 準で 相 関が 得ら れた 。二重 構 造の 下 着は 表 側か らと 裏 側か ら

の 透湿 率 の差 異が 顕著 で あり 、 さら に 綿１ ０ ０ ％の農 作業ｔ を重 ね た 場合 の差 異 も顕 著で

あ っ た 。二重 構 造 の下 着 に農 作業 着を 重 ね た場 合の 透 湿率 とＴ シ ャツ に農 作業 着 を重 ねた

場 合 の組 み 合 わせの湘 違は 二重 構 造の 効果 が 大 であ るこ と が 確認さ れ た 。

織 物 の 通 気 機 構 に 関 す る 理論 的 研 究

奈良 女 大 人 間 文 化　 ○ 中 西正 恵　 丹 羽 雅 子

目 的　 被 服 材 料 の 通 気 性 は 、衣 服 着 用 時 にお け る 熱･ 水 分 移 動 と 密 接 に 関 連し 、衣 服 の 保 温 性 、快 適 性

に重 要 な 役 割 を 果 た す。 既 に 筆 者 ら は。被 服 材 料 の 性 能 設 計 の 立場 か ら 、繊 維 塊 。糸 、布 など の繊 維 集 合

構造 体 の 通 気 性 に 及 ぼ す 繊 維 形 態 の 影 響 に つ い て 明 ら か にし た い。 本 研 究 で は 、布 の 通 気 性 と 布 の 構 造

と を 関 連 づ け て 布 の 通 気 機 構 を 明 ら か にし 、性 能 殼 計 に 応 用 で き る 基 礎 的知 見 を 得 るこ と を 目 的 と す る。

方 法　 布 の 単 位 構 造 モ デ ル を 、糸 と 糸 と の 間 隙 、経 糸 と 緯 糸 と が 交 差し た 部 分 、経 糸 の み 、緯 糸 の み の

部 分 の 完 全 に 独 立し た４ つ の 部 分 か ら 或る と し 。各 部分 の 通 気 抵抗 が並 列 す る 単 純 な 通 気 モ デ ル を 考 え

る。 糸 間 隙 の 通 気 抵 抗 は 長 方 形 管 内 の 流 動を 表 す 式 を 。糸 を 通 過 す る 流 れ に つ い て は, Kozney-Carnan の

式 を 適 用し 、布の 厚さ 、糸 密 度 。糸 の 断 面 形 態･ 番手 、繊 維 の 太さ･ 比 重 な ど の パラ メ ー タを 用 い て 通気 抵

抗 を 理 論 的 に 誘 導 す る。 試 料 と し て 、ス ーツ や ド レ ス シャ ツ な どの 一 般 に 使 用さ れ る 布 の 他 、同 一 糸 を

用 い て 糸 密 度 の み 変 化 さ せ て 製 織 し た 実 験 用 布を 含 め 、衣 服用 布地 全 体 の 通 気 抵 抗 の 範 囲 を カ バ ーす る

よ う に 選 ん だ 約50 種 の 平 幟 布 を 用い た。 こ れ らの 試 料 に つ い て 、理 論 計 算さ れ る 通 気 抵 抗 とKES-F8-AP

21,こよ り 実 働 さ れ る 通 気 抵 抗 と を 比較 す る。

結 果　 計 算 値 と 実 測 値 と の 一 致 が み ら れｊ

が 記漣 で き る こ と を 明 ら か にし た。 さ らiz .性 能 設 計 に応 用し や す く す る た め に 、糸 の 断 面 形 態 と 糸 の

番 手 、繊 維比 重 と を 関 係 づ け る こ と に よ り 、パ ラメ ー タ を 簡 略 化 し 、布 の 通気 抵 抗 を 布 の 厚 さ 、糸 密 度 。糸

の 番 手 。繊 維 の 太 さ と 比 重 か ら 、か な り の 精 度 で 予 測 で き る こ と を 示 し た。 ま た、平 織*  以 外 の 布 に適 用

し た 場 合 、理 論 計 算さ れ る 通 気 抵 抗 よ り も 、実 測 の 通 気 抵 抗 は 小 さ い 傾 向 が みら れ 、織 物 組 織 の 違 い が 通

気 抵 抗 に 及ぼ す影 響 に つ い ても 考 察し た。
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